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1　は　じ　め　に

宮城県のバラ生産はロックウール栽培の普及とともに順

調に伸びており，1994年では全栽培面積llhaのうちロッ

クウール栽培が6．3haとなっている。仕立て法としては，

従来の切り上げ法，アーチング法，切り上げと折曲げを組

み合わせた誠和方式が行われている。高設ベンチを利用し

たシュート採花栽培はロックウール栽培面積の28％に達し

ており，新規栽培者や大規模栽培者で導入が多くなってい

る。

バラ栽培では，努定や収穫作業に大きな労力を要する。

アーチング法は，高設ベンチのロックウール栽培で，初め

に発生する枝をすべて株元で折り曲げ，株元から萌芽して

くるベーサルシュートを採花する方式で，管理及び収穫作

業の軽減と商品性の高いパラが生産されることから注月さ

れている。しかし，アーチング法は新しい栽培法で，栽培

技術がまだ確立されていないので，県内への栽培適応性を

みるため，生産力，切花品質について検討した。

2　試　験　方　法

（1）供試品種　‘ローテローゼー∵ティネケ＼‘カール

レッド’，lソニア’

（2）供試株数　アーチング栽培区12株，3反復。切り上

げ栽培区6株，4反復

は）耕種概要　アーチング栽培区は高さ45cmのベンチに

ロックウールマット（91×20×10cm）を2列に並べ，1993

年5月20日に挿し木苗を1マット当たり12株定植し，熟枝

折り曲げのアーチング法で栽培した。切り上げ栽培区はロッ

クウールマットを2列に並べ，1マット当たり6株定植し，

未熟枝摘心の慣行法で株を仕立てて栽培した。切り上げ栽

培区は1994年7月1日に夏季努定を行った。

養液栽培システムはエアリッチ・カンエキ方式を用い，

給液はECl．5mS．pH6．5で1回5分，春期と秋期は1日

6回，夏期は10回，冬期は5回行った。

（4）調査方法1993年8月31日に最終摘心を行い，1993

年9月から1994年12月まで調査した。アーチング栽培区は

ベーサルシュートを基部で採花し，切り上げ栽培区は5枚

糞を2枚残して採花した。

3　試験結果及び考察

（1）収量性

7～8月の期間を休んだ切り上げ栽培法が1株当たり1

年間で26～37本の採花本数に達したのに対し，アーチング

法では周年採花が可能であったが，収量は10～13本であっ

た。1マット当たりでは，6株定植の切り上げ栽培法が2

年株の1年間で157～221本採花したのに対し，12株定植の

アーチング法は115～160本であった。いずれの品種もアー

チング法は切り上げ栽培法に比べ，採花本数が少なく，2

年間のマット当たり採花本数では切り上げ栽培法の65～75

％であった（表1）。

表1品種，仕立て法別採花本数

品種　仕立
名　　て法

マット当たり採花本数（本）　抹当たり採花本数（本／抹）

1年目　2年日　　計　　1年目　2年目
（9－12月）（1－12月）　　　　（9～12月）（ト12月）

ローテ　アーチけ　22　　160　182（65）　1．8　13．3

ローゼ　切り上げ　60　　221　281（100）10．0　　36．9

ティネケ　アーチけ　19　　115　134（69）　1．6　　9．6

切り上げ　36　　157　193（100）　6．0　　26．1

カール　7－チけ　22　　135　157（70）　1．8　11．3

レ・yド　切り上げ　53　　171　224（100）　8．9　　28．5

ソニ7　7－テンゲ　23　　152　175（75）　1．9　12．7

切り上げ　50　　182　232（100）　8．3　　30．3

注．マット当たり採花本数はアーチング栽培区12株，切
り上げ栽培区6株定植の採花本数。
（）内は切り上げ栽培区を100とした時の割合。

採花期間：1993年9月～1994年12月。

切り上げ栽培法が，ピンチや採花の際に枝と葉を残して

いくのに対し，アーチング法はベーサルシュートを株元か

ら採花するため，日照が不足する冬季はシュートの発生が

著しく少なく，収量減の要因となったと思われる。このた

め，冬季の収量向上のための仕立て法の改良，日照不足を

揃う補光栽培，ホルモン処理の利用などの検討が必要であ

ると考えられる。

（2）切花品質

いずれの品種もアーチング法の切花は，切り上げ栽培法

に比べ切花長80cm以上の割合が高く，特に‘ローテローゼ

では50％が80皿以上であった。切り上げ栽培法は60cm未満

の分布割合が高かった。このため良花率を比較するとアー

チング法がいずれの品種も90％以上と高くなったのに対し，
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表2　切花長分布と良花本数

品種　仕立
名　　て法

切花長の分布（％）　マヮト当たり良花率
60cm　60－　70～　80cIn　良花本数

未満　70cI】80CⅡl　以上　（本）（％）
ローテ　アーチけ　　9　　16　　25　　50　　171　　94

ローゼ　切り上げ　69　　23　　　6　　　2　197　　70

ティネケ　7－ナング　21　　31　　22　　26　　127　　95

切り上げ　68　　22　　　8　　　2　145　　75

カール　7－テンゲ　16　　26　　22　　36　　151　　96

レッド　切り上げ　59　　27　11　　3　188　　84

ソニア　7－テンゲ　25　　22　　23　　30　　165　　94

切り上げ　77　16　　6　　1　169　　73

温　良花は切花良40m以上で病害虫，茎の曲がりのない
もの。
採花期間：1993年9月～1994年12月。

表3　品種，仕立て法別切花品質

品種名　仕立て法
切花長　切花垂　節　数　茎　径

（皿）　（g）　（節）　（m）
ロ　ー　テ　アーチング　　81　　　44　　　14　　　6．6

ロ　ー　ゼ　切り上げ　　59　　　29　　10　　　5．3
ティネケ　アーチング　　72　　　41　　12　　　6．6

切り上げ　　57　　　31　　　9　　　5．5
カ　ー　ル　アーチング　　77　　　37　　　13　　　6．4

レ　ッド　切り上げ　　60　　　25　　10　　5．3

ソ　ニ　ア　アーチング　　73　　　37　　　13　　　6．6

切り上げ　　57　　　26　　　9　　　5．3
注．切花品質は良花10本調査。

切り上げ栽培法は70～80％程度であった。2年間のマット

当たりの良花本数はアーチング法が切り上げ栽培法の80～

97％であった（表2）。

切花品質は，アーチング法は切り上げ栽培法に比べ切花

長が長く切花重が重く茎径も太く，ボリュームがあり品質

面で優れた（表3）。

アーチング法は収穫位置が一定なので，管理及び収穫作

業は容易であった。また，アーチング法は複雑な整枝，努

定技術の必要がなく，技術の平準化，簡易化が図られ，雇

用労力等の導入がしやすいという利点があり，収量性には

課題が残るが，高品質省力生産では有効な手段と思われる。

4　ま　と　め

バラのロックウール栽培におけるアーチング法の生産九

切花品質について検討した。

（1）′ヾラのアーチング法の収量性は，切り上げ栽培法に

比べて株当たりの採花本数が少なく，1マット当たり採花

本数でも，切り上げ栽培法の65～75％であった。

（2）アーチング法の切花は切り上げ栽培法に比べ切花長

80CⅡl以上の割合が高く，切花垂が重く品質面では優れた。
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